
「
朝
夕
ラ
ッ
シ
ュ
時
、

る
う

ち
最

も
低

い
「

混
雑

度
べ
て
い
ま
す
。

冬
期

積
雪

時
は

速
度

１
・

０
未

満
」

で
、

「
昼

間

低
下

が
著

し
く

、
移

１
２

時
間

を
通

し
て

、
道

路
極

め
て
根

拠
動

時
間

の
ば

ら
つ

き
が

混
雑

す
る

こ
と

は
ほ

と
ん

に
乏

し
い

が
大
き
い
」
と
い
い
、

ど
な

く
円

滑
に

走
行

で
き

、
“
期

待
さ

れ
都

心
ア

ク
セ

ス
道

路
渋

滞
や

そ
れ

に
伴

う
極

端
な

が
で

き
れ

ば
夏

期
８

遅
れ

は
ほ

と
ん

ど
生

じ
な

い
”

し
よ

う
と

、
一

昨
年

に
続

い
る
効
果

　
秋

元
市

長
が

推
進

す
る

大

分
、

冬
期

で
１

０
分

短
縮

で
状

態
」

で
す

。
「

こ
れ

で
ど

て
再

び
パ

ネ
ル

展
示

や
市

民
型

公
共

事
業

＝
都

心
ア

ク
セ

　
ま

た
、

市
は

き
る

と
強

調
し

う
し
て
ア
ク
セ

か
ら

の
意

見
募

集
、

「
広

報
ス

道
路

（
創

成
川

通
の

札
幌

「
創

成
川

通
の

て
い
ま
す
。

ス
道
路
が
必
要

さ
っ

ぽ
ろ

」
で

の
周

知
や

新
道

～
北

３
条

通
り

約
４

死
傷

事
故

率
は

m

　
し

か
し

、
朝

な
の
か
」
「
国

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
な

ど
を

計
間

を
地

下
、

高
架

、
交

差
全

道
平

均
の

約

k

夕
の

ラ
ッ

シ
ュ

道
３
６
号
線
の

画
し
て
い
ま
す
。

点
改

良
の

３
案

）
の

建
設

費
６

倍
」

と
強

調
し

、
「

救
急

時
は

ど
こ

の
幹

豊
平
橋
付
近
の

　
そ

の
“
建

設
先

に
あ

り
（

試
算

）
を

北
海

道
開

発
局

搬
送

時
間

短
縮

に
よ

る
救

命

線
道

路
も

渋
滞

混
雑
度
１
・
９

き
”
の

実
態

を
多

く
の

市
民

が
発

表
し

、
有

力
視

さ
れ

る
率

の
向

上
」

「
石

狩
湾

新
港

は
つ
き
も
の
で
、

３
と
比
べ
て
も

に
知

ら
せ

、
「

１
０

０
０

億
地

下
ト

ン
ネ

ル
の

場
合

１
０

と
の

連
携

強
化

で
物

流
の

信

わ
ず

か
１

０
分

混
雑
度
は
半
分

円
も

の
税

金
の

ム
ダ

遣
い

は
４

０
億

円
（

市
負

担
約

２
０

頼
性

向
上

」
な

ど
“
期

待
さ

短
縮

す
る

の
に

以
下
」
と
、
代

止
め

よ
」

の
世

論
を

札
幌

市
０

億
円

）
に

も
上

る
こ

と
が

れ
る

効
果

”
を

並
べ

て
い

ま

１
０

０
０

億
円

表
質
問
な
ど
で

に
集
中
し
ま
し
ょ
う
。

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

す
。

も
の

血
税

を
投

く
り
返
し
た
だ

　
巨

費
を

投
じ

る
こ

の
道

路
　

し
か

し
、

死
傷

事
故

率
を

入
す

べ
き

で
し
ま
し
た
。

建
設

に
は

、
“
経

済
界

は
歓

い
う

な
ら

最
も

高
い

の
は

国
「
混

雑
度

」
は
最

低
ラ
ン

し
ょ
う
か
。

　
秋
元
市
長
は
、

迎
す

る
一

方
、

市
民

は
費

用
道

３
６

号
線

で
す

。
「

救
急

ク
な
の
に
高

規
格

道
路

　
市

議
団

が
提

こ
れ
に
は
答
え

対
効

果
を

疑
問

視
”
と

報
じ

搬
送

時
間

短
縮

に
よ

る
救

命
を
も
う
一
本
？

出
さ

せ
た

「
主

ず
「
周
辺
の
空

ら
れ

る
な

ど
、

市
率

の
向

上
」

も
、

震
災

な
ど

　
市

は
、

都
心

ア
要

地
点

の
交

通
港
・
港
湾
か
ら

民
理

解
が

得
ら

れ
の

際
「

（
ガ

レ
キ

な
ど

）
何

ク
セ

ス
道

路
の

必
量

と
混

雑
度

の
の
ア
ク
セ
ス
強

て
い

る
と

は
い

え
か

あ
っ

て
も

迂
回

が
可

能
な

要
性

に
つ

い
て

、
経

年
変

化
」

に
化
や
新
幹
線
札

な
い

の
が

現
状

で
一

般
道

を
使

い
、

高
架

や
地

「
他
都
市
に
比
べ
、

よ
る

と
、

創
成

幌
延
伸
と
も
連

す
。

下
構

造
の

高
規

格
道

路
は

都
都

心
と

高
速

道
路

川
通

（
北

３
２

携
し

た
交

通
　

そ
の

た
め

、
札

心
部

で
は

ほ
と

ん
ど

使
わ

な
と

の
距

離
が

約
４

西
２

）
の

混
雑

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

幌
市

は
ア

ク
セ

ス
い

」
と

い
う

消
防

関
係

者
の

㎞
と

遠
く

…
ア

ク
度

は
０

・
８

７
の

形
成

が
重

道
路

の
必

要
性

を
声

を
紹

介
し

、
さ

ら
に

札
幌

セ
ス

に
課

題
」

で
、

４
段

階
あ

要
」
な
ど
と
の

何
と

か
ア

ピ
ー

ル
で

救
急

搬
送

が
最

も
多

い
札

建
設
先
に
あ
り
き

”
で
巨
額
の
血
税
投
入

“ 都
心
ア
ク
セ
ス
道
路
は
中
止
せ
よ

２
０
１
８
年
１
月

　
日
本
共
産
党
札
幌
市
議
団

さっぽろ市議団ニュース
2018年１月特集号【訂正版】
日本共産党札幌市議団 事務局
■tel 211-3221／fax 218-5124
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幌
東

徳
洲

会
病

院
や

２
番

目
に

が
大

き
な

メ
リ

ッ
ト

」
な

ど
と

な
観

点
か

ら
ピ

ー
ク

と
な

と
れ

た
、

人
と

環
境

に
や

さ
し

多
い

勤
医

協
中

央
病

院
な

ど
、

の
べ
て
い
ま
す
。

…
」

な
ど

と
極

り
堤

防
が

決
い

街
づ

く
り

こ
そ

す
す

め
て

い

高
度

な
救

急
医

療
を

行
う

病
院

　
と

こ
ろ

が
、

党
市

議
団

が
め

て
無

責
任

な
壊

し
、

そ
の

く
べ
き
で
す
。

は
都

心
に

は
多

く
は

な
い

と
指

「
石

狩
湾

新
港

で
取

り
扱

わ
れ

答
弁

を
行

い
ま

３
０

分
後

に

摘
し

て
「

救
命

率
の

向
上

」
に

る
貨

物
は

、
ど

こ
に

、
ど

れ
だ

し
た
。

は
創

成
川

通

こ
じ

つ
け

る
や

り
方

を
批

判
。

け
運

ば
れ

て
い

る
の

か
」

「
都

　
こ
の
よ
う
に
、

の
ア

ン
ダ

ー

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
で

人
の

命
は

心
に

入
っ

て
く

る
貨

物
の

量
や

市
の

い
う

都
心

パ
ス

が
水

没

救
え

な
い

、
道

路
整

備
よ

り
も

種
類

は
」

と
た

だ
す

と
答

弁
不

ア
ク

セ
ス

道
路

す
る

と
警

告

救
急

隊
を

ふ
や

す
べ

き
だ

」
と

能
に

な
り

、
「

詳
し

い
デ

ー
タ

の
「

必
要

性
」

し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
ま
し
た
。

は
持

ち
合

わ
せ

て
お

り
ま

せ
や

「
期

待
さ

れ
都

心
ア

ク
セ

　
「

石
狩

湾
新

港
と

の
連

携
強

ん
」

と
い

う
始

末
で

す
。

さ
ら

る
効

果
」

が
い

か
に

根
拠

の
な

ス
道

路
は

こ
の

ア
ン

ダ
ー

パ
ス

化
」

で
は

、
市

に
、

扱
わ

れ
て

い
も

の
か

、
そ

し
て

、
経

済
界

に
接

続
す

る
予

定
で

あ
り

、
大

は
、

右
肩

上
が

い
る

の
は

液
化

と
札

幌
市

が
一

体
と

な
っ

て
雨

が
頻

発
す

る
時

代
に

も
逆

行

り
に

増
加

す
る

天
然

ガ
ス

や
木

“
建

設
あ

り
き

”
で

す
す

め
よ

す
る

文
字

通
り

ム
ダ

な
大

型
公

新
港

の
取

り
扱

材
チ

ッ
プ

、
石

う
と

し
て

い
る

か
が

、
こ

の
間

共
事
業
で
す
。

い
貨

物
量

の
グ

油
製

品
な

ど
が

の
論

戦
で

明
ら

か
と

な
っ

て
い

　
こ

の
道

路
建

設
を

許
せ

ば
、

ラ
フ

を
示

し
、

９
割

を
占

め
、

ま
す
。

都
心

へ
の

ク
ル

マ
の

流
入

は

ア
ク

セ
ス

道
路

そ
れ

ら
は

大
谷

い
っ

そ
う

進
み

、
渋

滞
や

そ
れ

に
よ

る
物

流
の

地
、

東
雁

来
、

に
伴

う
事

故
の

発
生

、
騒

音
や

都
心

へ
の
ク

ル
マ
の
流

入
時

間
短

縮
効

果
江

別
な

ど
に

運
排

気
ガ

ス
な

ど
、

都
心

部
の

環
を
抑

え
、
人

と
環

境
に
や

で
、

都
心

へ
の

ば
れ

て
お

り
境

が
悪

化
す

る
こ

と
は

明
ら

か
さ
し
い
街
づ
く
り
こ
そ

「
速

達
性

・
定

「
札

幌
の

都
心

で
す
。

　
い

ま
異

常
気

象
の

も
と

で
豪

時
性

及
び

安
全

部
に

は
入

っ
て

　
新

た
な

道
路

建
設

よ
り

、
市

雨
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
が
、

性
が

確
保

さ
れ

こ
な

い
」

と
い

民
が

望
ん

で
い

る
除

排
雪

な
ど

北
海

道
開

発
局

が
作

成
し

た
る

」
、

ド
ラ

イ
う

事
実

を
突

き
を

強
化

す
べ

き
で

す
。

ま
た

、
「

豊
平

川
洪

水
氾

濫
シ

ミ
ュ

バ
ー

の
「

長
時

つ
け
ら
れ
る
と
、

「
世

界
都

市
」

「
環

境
首

都
・

レ
ー

シ
ョ

ン
」

は
、

観
測

史
上

間
労

働
の

是
正

「
期

待
さ

れ
る

札
幌

」
を

宣
言

す
る

の
で

あ
れ

最
高

と
な

る
総

雨
量

３
１

０
ミ

や
必

要
な

ド
ラ

効
果

は
、

石
狩

ば
、

市
電

な
ど

の
公

共
交

通
網

リ
の

雨
が

降
っ

た
場

合
、

３
９

イ
バ

ー
を

少
な

湾
新

港
だ

け
で

を
広

げ
て

都
心

へ
の

ク
ル

マ
の

分
後

に
は

豊
平

川
の

水
位

が
く

で
き

る
こ

と
は

な
く

、
様

々
流

入
を

抑
え

、
自

然
と

調
和

の

■混雑度⇒道路の混雑の程度を示す指標で、道路の交通量を交通容量（設計交通
量）で除したもの。

①混雑度１.０未満⇒昼間１２時間を通して道路が混雑することなく円滑に走行でき、
　渋滞やそれに伴う極端な遅れはほとんど生じない状態。

②混雑度１.０～１.２５⇒昼間１２時間のうち道路が混雑する可能性のある時間帯が
　１～２時間（ピーク時間）ある。何時間も混雑が続く可能性はほとんどない状態。

③混雑度１.２５～１.７５⇒ピーク時間はもとより、ピーク時間を中心として混雑する　
　時間帯が非常に増える可能性が高い状態。

④混雑度１.７５以上⇒慢性的な混雑状態が続いている状態。
都市交通データブック
（2014年版）より

■オープンハウスの開催（パネル展・意見募集）

１月28日10:00～18:00 札幌駅地下街アピア「太陽の広場」

　　29日10:00～18:00　　　　　同上

１月31日10:00～18:00 北区民センター１Ｆロビー

２月２日10:00～18:00 東区民センター１Ｆロビー

都心アクセス道路のパネル展・意見募集が
下記のとおり開催されます。
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